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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光透過性を有する基材と、該基材上に形成された第１複屈折率層とを有する光学素子で
あって、
　前記第１複屈折率層は、分子形状が棒状の重合性液晶をホメオトロピック配向させるこ
とが可能なフッ素系シランカップリング剤を含有した架橋高分子からなり、
　前記架橋高分子が、分子形状が棒状の重合性液晶がホメオトロピック配向の状態を保っ
たまま三次元架橋した構造を有していることを特徴とする光学素子。
【請求項２】
　前記フッ素系シランカップリング剤がフッ化アルキル基を有することを特徴とする請求
項１に記載の光学素子。
【請求項３】
　前記基材がガラス基板であることを特徴とする請求項１又は２に記載の光学素子。
【請求項４】
　前記第１複屈折率層における構造単位としての重合性液晶分子のチルト角が、前記第１
複屈折率層の厚さ方向に実質的に均一であることを特徴とする請求項１～３のいずれか１
項に記載の光学素子。
【請求項５】
　更に、前記第１複屈折率層と一体化された光吸収型カラーフィルタを有していることを
特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の光学素子。
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【請求項６】
　前記光吸収型カラーフィルタ上に前記第１複屈折率層が形成されていることを特徴とす
る請求項５に記載の光学素子。
【請求項７】
　更に、前記第１複屈折率層とは異なる複屈折特性を有する第２複屈折率層を備えている
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の光学素子。
【請求項８】
　前記第２複屈折率層が、架橋によって分子配列が固定されたコレステリック液晶により
形成されていることを特徴とする請求項７に記載の光学素子。
【請求項９】
　前記第２複屈折率層が、光学的に１軸性で光軸が面内にある複屈折率層であることを特
徴とする請求項７に記載の光学素子。
【請求項１０】
　光透過性を有する基材と、該基材上に形成された第１複屈折率層と、該第１複屈折率層
とは異なる複屈折特性を有する第２複屈折率層とを有し、
　前記第１複屈折率層は、分子形状が棒状の重合性液晶をホメオトロピック配向させるこ
とが可能なカップリング剤を含有した架橋高分子からなり、該架橋高分子が、分子形状が
棒状の重合性液晶がホメオトロピック配向の状態を保ったまま三次元架橋した構造を有し
ていることを特徴とする光学素子。
【請求項１１】
　前記第２複屈折率層が、架橋によって分子配列が固定されたコレステリック液晶により
形成されている、又は、光学的に１軸性で光軸が面内にある複屈折率層である、ことを特
徴とする請求項１０に記載の光学素子。
【請求項１２】
　請求項１～請求項１１のいずれか１項に記載の光学素子の製造方法であって、
　光透過性を有する基材を用意する準備工程と、
　前記基材上に、分子形状が棒状の重合性液晶と該重合性液晶をホメオトロピック配向さ
せることが可能なフッ素系シランカップリング剤とを含有したコーティング組成物の塗膜
を形成し、該塗膜中の前記重合性液晶をホメオトロピック配向させる配向工程と、
　前記塗膜中の前記重合性液晶をホメオトロピック配向させたまま、該重合性液晶を三次
元架橋させる架橋工程と、
を含むことを特徴とする光学素子の製造方法。
【請求項１３】
　光透過性を有する基材と、該基材の片面上に形成された配向膜とを少なくとも備えた液
晶配向用基板であって、
　前記基材と前記配向膜との間に、又は、前記基材における前記片面とは反対側の面上に
、請求項１～９のいずれか１項に記載された第１複屈折率層が形成されていることを特徴
とする液晶配向用基板。
【請求項１４】
　前記基材の片面に前記第１複屈折率層が形成され、該第１複屈折率層上に光吸収型カラ
ーフィルタが形成され、該光吸収型カラーフィルタを覆うようにして前記配向膜が形成さ
れていることを特徴とする請求項１３に記載の液晶配向用基板。
【請求項１５】
　光透過性を有する基材と、該基材の片面上に形成された配向膜とを少なくとも備えた液
晶配向用基板であって、
　前記基材と前記配向膜との間に、請求項１～１１のいずれか１項に記載された第１複屈
折率層が形成されており、
　前記基材の片面に光吸収型カラーフィルタが形成され、該光吸収型カラーフィルタ上に
ケイ素酸化物膜を介して前記第１複屈折率層が形成され、該第１複屈折率層を覆うように
して前記配向膜が形成されていることを特徴とする液晶配向用基板。
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【請求項１６】
　表示面側に位置する第１の液晶配向用基板と背面側に位置する第２の液晶配向用基板と
を有する表示用液晶パネルを備えた液晶表示装置であって、
　前記第１の液晶配向用基板及び前記第２の液晶配向用基板のうちの少なくとも一方が、
請求項１３～１５のいずれか１項に記載の液晶配向用基板であることを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項１７】
　分子形状が棒状の重合性液晶をホメオトロピック配向させることが可能なフッ素系シラ
ンカップリング剤を含有した架橋高分子からなり、前記架橋高分子が、分子形状が棒状の
重合性液晶がホメオトロピック配向の状態を保ったまま三次元架橋した構造を有している
ことを特徴とする複屈折材料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複屈折率層を有する光学素子及びその製造方法、並びに前記の複屈折率層を
有する液晶配向用基板及びこの液晶配向用基板を備えた液晶表示装置に関する。また、本
発明は、複屈折材料にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、薄型化及び軽量化が容易で消費電力も小さいことから、またフリッカ
ーの発生を抑え易いことから、フラットパネルディスプレイとして注目されており、パー
ソナルコンピュータの表示装置として、あるいはテレビ受信機として、市場が急速に拡大
してきている。また、液晶表示装置の大型化も進んでいる。
【０００３】
　種々の表示モードの液晶表示装置が開発されているが、液晶が複屈折性を有しているこ
とから、いずれの表示モードの液晶表示装置も基本的に視角依存性を有している。大型の
液晶表示装置では小型の液晶表示装置に比べて実用上の視野角度が広くなるので、液晶表
示装置の大型化が進むほど視野角依存性の向上に対する要望が高くなる。このため、液晶
表示装置の開発と並行して、その視角特性を向上させるための種々の技術が開発されてい
る。
【０００４】
　例えば、液晶分子の配向を制御して広視角化を図った液晶表示装置として、画素内の液
晶を少なくとも中間調表示時に配向方向が異なる複数の領域に分割するマルチドメイン方
式の液晶表示装置や、液晶セル内に横電界（基板面と平行な電界）を形成して液晶分子の
配向を制御するＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）方式の液晶表示装置が
知られている。
【０００５】
　また、液晶セルへの入射光又は液晶セルからの出射光を光学的に補償して広視角化を図
るために、複屈折性を有する種々の光学素子が開発されている。この光学素子としては、
従来より、光学補償用液晶セルや、光学的に１軸性又は２軸性の延伸樹脂フィルムからな
る光学補償フィルムが用いられているが、近年では液晶材料により形成された複屈折率層
を有する光学素子やその製造方法も開発されている。
【０００６】
　例えば特許文献１には、フィルム面の法線方向に分子鎖を配向させた固有屈折率値が正
のネマチック液晶ポリマーからなる視角補償フィルムが記載されている。また、特許文献
２には、長鎖アルキル型デンドリマー誘導体を用いて垂直配向膜を形成し、この垂直配向
膜上に重合性液晶化合物を塗工して、光学フィルムとして用いることができるホメオトロ
ピック配向液晶層を製造するという方法が記載されている。
【０００７】
　特許文献３には、垂直配向膜の設けられていない基板上に、液晶性フラグメント側鎖を
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含有するモノマーユニットと非液晶性フラグメント側鎖を含有するモノマーユニットとを
含有する側鎖型液晶ポリマーを塗工し、さらに当該液晶ポリマーを液晶状態においてホメ
オトロピック配向させた後、その配向状態を維持した状態で固定化して、光学フィルムと
して用いることができるホメオトロピック配向液晶フィルムを製造するという方法が記載
されている。
【０００８】
　そして、特許文献４には、基板上にバインダー層及びアンカーコート層をこの順番で形
成し、アンカーコート層に特定の側鎖型液晶ポリマーを塗工してホメオトロピック配向さ
せた後にホメオトロピック配向状態を維持したまま固定化して、光学フィルムとして用い
ることができるホメオトロピック配向液晶フィルムを製造するという方法が記載されてい
る。
【特許文献１】特開平５－１４２５３１号公報
【特許文献２】特開２００２－１７４７２４号公報
【特許文献３】特開２００２－１７４７２５号公報
【特許文献４】特開２００３－１２１８５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１に記載された視角補償フィルムを得るためには、各々が垂直
配向膜を有する２枚の基板を用いて空セルを作製し、この空セル内にネマチック液晶モノ
マーを充填して当該ネマチック液晶モノマーを垂直配向させてから光重合し、その後、セ
ル内からネマチック液晶ポリマー（視角補償フィルム）を取り出さなければならい。この
ため、特許文献１に記載されている視角補償フィルムには、プロセス工程が長く、生産コ
ストが増大するという問題がある。
【００１０】
　特許文献２に記載された方法によりホメオトロピック配向液晶層を製造するためには、
垂直配向膜を必ず設けなければならず、しかも、長鎖アルキル型デンドリマー誘導体とい
う特殊で入手し難い材料を用いて垂直配向膜を形成しなければならない。このため、特許
文献２に記載されているホメオトロピック配向液晶層の製造方法には、生産コストが増大
し易いという問題がある。
【００１１】
　特許文献３に記載された方法により得られるホメオトロピック配向液晶フィルムは側鎖
型液晶ポリマーからなるので、その複屈折特性が熱による影響を受け易く、所望の複屈折
特性を維持することができる温度範囲が比較的狭い。このため、例えば車載用の液晶表示
装置のように比較的高い耐熱性が求められる液晶表示装置に用いることは困難である。特
許文献３に記載されている方法により得られるホメオトロピック配向液晶フィルムには、
このホメオトロピック配向液晶フィルムを使用可能な液晶表示装置の用途が限られるとい
う問題がある。
【００１２】
　また、側鎖型液晶ポリマーは、分子をホメオトロピック配向の状態で固定しても昇温に
伴って流動性が増すので、下地層との密着性が低下したり、残留応力によって複屈折特性
が著しく低下したりする。したがって、上記のホメオトロピック配向液晶フィルムを液晶
表示装置に用いる場合には、一旦形成したホメオトロピック配向液晶フィルムが高温環境
に曝されないように、液晶セルの製造後に液晶セルの外側に形成しなければならない。こ
のため、特許文献３に記載された方法により得られるホメオトロピック配向液晶フィルム
には、このホメオトロピック配向液晶フィルムを形成することができる部材の選択の自由
度が低いという問題もある。
【００１３】
　特許文献４に記載された方法により得られるホメオトロピック配向液晶フィルムは側鎖
型液晶ポリマーからなるので、上述した特許文献３に記載されている方法により得られる
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ホメオトロピック配向液晶フィルムと同様の問題を有している。また、特許文献４に記載
されている方法によりホメオトロピック配向液晶フィルムを得るためには、基板上にバイ
ンダー層及びアンカー層をこの順番で形成しなければならい。このため、特許文献４に記
載されたホメオトロピック配向液晶フィルムの製造方法には、生産コストが増大し易いと
いう問題もある。
【００１４】
　本発明は、上述した問題を解決するためになされたものであり、その第１の目的は、生
産コストを抑えることが容易であると共に複屈折特性が熱による影響を受け難い光学素子
を提供することにある。
【００１５】
　本発明の第２の目的は、生産コストを抑えることが容易であると共に複屈折特性が熱に
よる影響を受け難い光学素子の製造方法を提供することにある。
【００１６】
　本発明の第３の目的は、視角特性又は光利用効率に優れると共に比較的高い耐熱性を有
する液晶表示装置を低コストの下に得ることが可能な液晶配向用基板を提供することにあ
る。
【００１７】
　本発明の第４の目的は、視角特性又は光利用効率に優れると共に比較的高い耐熱性を有
するものを低コストの下に得ることが可能な液晶表示装置を提供することにある。
【００１８】
　そして、本発明の第５の目的は、生産コストを抑えることが容易であると共に複屈折特
性が熱による影響を受け難い複屈折材料を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記第１の目的を達成する本発明の光学素子は、光透過性を有する基材と、該基材上に
形成された第１複屈折率層とを有する光学素子であって、前記第１複屈折率層は、分子形
状が棒状の重合性液晶をホメオトロピック配向させることが可能なカップリング剤を含有
した架橋高分子からなり、前記架橋高分子が、分子形状が棒状の重合性液晶がホメオトロ
ピック配向の状態を保ったまま三次元架橋した構造を有していることを特徴とする。
【００２０】
　本発明の光学素子における第１複屈折率層は上述のカップリング剤を含有しているので
、この第１複屈折率層は、分子形状が棒状の重合性液晶をホメオトロピック配向させるた
めの垂直配向膜を用いなくても、コーティング組成物の塗布、配向処理、及び架橋処理を
順次施すという比較簡単な方法により形成することができる。特許文献１に記載されてい
る視角補償フィルムは、垂直配向膜を有する空セルにネマチック液晶モノマーを充填して
当該ネマチック液晶モノマーを垂直配向させるものであるが、本発明の光学素子では重合
性液晶をホメオトロピック配向させるにあたって空セルを利用する必要がないので、その
製造が容易である。また、第１複屈折率層が三次元架橋した構造を有しているので、その
複屈折特性が熱による影響を受け難い。したがって、本発明の光学素子によれば、生産コ
ストを抑えることが容易であると共に複屈折特性が熱による影響を受け難い光学素子を提
供することができる。
【００２１】
　本発明の光学素子においては、（１）前記カップリング剤がシランカップリング剤であ
ること、（２）前記シランカップリング剤がフッ素系シランカップリング剤であること、
又は、（３）前記フッ素系シランカップリング剤がフッ化アルキル基を有すること、が好
ましい。
【００２２】
　これら（１）～（３）の発明によれば、第１複屈折率層を形成する際に上述の重合性液
晶をホメオトロピック配向させることが容易になる。また、第１複屈折率層の膜厚につい
ての選択の自由度が高まるので、リタデーションの異なる種々の光学素子を得易くなる。
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【００２３】
　本発明の光学素子においては、（４）前記フッ素系シランカップリング剤がフッ化アル
キル基を有すること、（５）前記基材がガラス基板であること、（６）前記第１複屈折率
層における構造単位としての重合性液晶分子のチルト角が、前記第１複屈折率層の厚さ方
向に実質的に均一であること、（７）更に、前記第１複屈折率層と一体化された光吸収型
カラーフィルタを有していること、（８）前記光吸収型カラーフィルタ上に前記第１複屈
折率層が形成されていること、（９）更に、前記第１複屈折率層とは異なる複屈折特性を
有する第２複屈折率層を備えていること、（１０）前記第２複屈折率層が、架橋によって
分子配列が固定されたコレステリック液晶により形成されていること、（１１）前記第２
複屈折率層が、光学的に１軸性で光軸が面内にある複屈折率層であること、とすることが
できる。なお、本発明でいう「第１複屈折率層の厚さ方向」とは、第１複屈折率層表面の
法線方向を意味する。
【００２４】
　前述した第２の目的を達成する本発明の光学素子の製造方法は、上述した本発明の光学
素子の製造方法であって、光透過性を有する基材を用意する準備工程と、前記基材上に、
分子形状が棒状の重合性液晶と該重合性液晶をホメオトロピック配向させることが可能な
カップリング剤とを含有したコーティング組成物の塗膜を形成し、該塗膜中の前記重合性
液晶をホメオトロピック配向させる配向工程と、前記塗膜中の前記重合性液晶をホメオト
ロピック配向させたまま、該重合性液晶を三次元架橋させる架橋工程と、を含むことを特
徴とする。
【００２５】
　本発明の光学素子の製造方法によれば、上述の重合性液晶をホメオトロピック配向させ
るための垂直配向膜を用いなくても、コーティング組成物の塗布、配向処理、及び架橋処
理を順次施すという比較簡単な作業により所望の複屈折率層を形成することができるので
、上述した本発明の光学素子を容易に製造することができる。
【００２６】
　前述した第３の目的を達成する本発明の液晶配向用基板は、光透過性を有する基材と、
該基材の片面上に形成された配向膜とを少なくとも備えた液晶配向用基板であって、前記
基材と前記配向膜との間に、又は、前記基材における前記片面とは反対側の面上に、上述
した本発明の光学素子における第１複屈折率層が形成されていることを特徴とする。
【００２７】
　本発明の液晶配向用基板によれば、上記の第１複屈折率層を光学補償層や位相差層等、
光の偏光状態を制御するための層として利用することができるので、視角特性又は光利用
効率に優れると共に比較的高い耐熱性を有する液晶表示装置を低コストの下に得ることが
可能になる。
【００２８】
　本発明の液晶配向用基板においては、（ｉ）前記基材の片面に前記第１複屈折率層が形
成され、該第１複屈折率層上に光吸収型カラーフィルタが形成され、該光吸収型カラーフ
ィルタを覆うようにして前記配向膜が形成されていること、又は、（ｉｉ）前記基材の片
面に光吸収型カラーフィルタが形成され、該光吸収型カラーフィルタ上にケイ素酸化物膜
を介して前記第１複屈折率層が形成され、該第１複屈折率層を覆うようにして前記配向膜
が形成されていること、とすることができる。
【００２９】
　前述した第４の目的を達成する本発明の液晶表示装置は、表示面側に位置する第１の液
晶配向用基板と背面側に位置する第２の液晶配向用基板とを有する表示用液晶パネルを備
えた液晶表示装置であって、前記第１の液晶配向用基板及び前記第２の液晶配向用基板の
うちの少なくとも一方が、上述した本発明の液晶配向用基板であることを特徴とする。
【００３０】
　本発明の液晶表示装置によれば、上述した本発明の液晶配向用基板を有しているので、
視角特性又は光利用効率に優れると共に比較的高い耐熱性を有するものを低コストの下に



(7) JP 4455051 B2 2010.4.21

10

20

30

40

50

得ることが可能になる。
【００３１】
　前述した第５の目的を達成する本発明の複屈折材料は、分子形状が棒状の重合性液晶を
ホメオトロピック配向させることが可能なカップリング剤を含有した架橋高分子からなり
、前記架橋高分子が、分子形状が棒状の重合性液晶がホメオトロピック配向の状態を保っ
たまま三次元架橋した構造を有していることを特徴とする。
【００３２】
　本発明の複屈折材料は、上述した本発明の光学素子において第１複屈折率層を形成する
ものである。したがって、本発明の複屈折材料によれば、本発明の光学素子についての説
明の中で述べた理由と同じ理由から、生産コストを抑えることが容易であると共に複屈折
特性が熱による影響を受け難い複屈折材料を得ることが可能になる。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明の光学素子、及び本発明の光学素子の製造方法によれば、生産コストを抑えるこ
とが容易であると共に複屈折特性が熱による影響を受け難い光学素子を提供することが可
能になるので、種々の分野において光の偏光状態を制御するために用いられる特定の光学
素子、すなわち光学的に１軸性で光軸が素子の厚さ方向にある光学素子を安価に提供する
ことが容易になると共に、その信頼性を高めることが容易になる。
【００３４】
　また、本発明の液晶配向用基板によれば、視角特性又は光利用効率に優れると共に比較
的高い耐熱性を有する液晶表示装置を低コストの下に得ることが可能になるので、表示特
性が高く、かつ種々の用途に用いることが可能な液晶表示装置を安価に提供することが容
易になる。
【００３５】
　本発明の液晶表示装置によれば、視角特性又は光利用効率に優れると共に比較的高い耐
熱性を有するものを低コストの下に得ることが可能になるので、表示特性が高く、かつ種
々の用途に用いることが可能なものを安価に提供することが容易になる。
【００３６】
　そして、本発明の複屈折材料によれば、生産コストを抑えることが容易であると共に複
屈折特性が熱による影響を受け難い複屈折材料を得ることが可能になるので、種々の分野
において光の偏光状態を制御するために用いられる特定の光学素子、すなわち光学的に１
軸性で光軸が素子の厚さ方向にある光学素子を安価に提供することが容易になると共に、
その信頼性を高めることが容易になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　以下、本発明の光学素子及びその製造方法、並びに本発明の液晶配向用基板及び液晶表
示装置それぞれの形態について、図面を適宜参照しつつ詳述する。
【００３８】
　＜光学素子（第１形態）及び複屈折材料＞
　図１（ａ）は、本発明の光学素子の基本的な断面構造の一例を示す概略図である。同図
に示す光学素子１０は、光透過性を有する基材１と、この基材１上に形成された第１複屈
折率層５とを有している。
【００３９】
　基材１は、光学素子１０の用途等に応じて、単層構造とすることもできるし、複数層構
造とすることもできる。基材１を単層構造とする場合、この基材１は、ガラス又はケイ素
酸化物により形成することが好ましい。基材１を複数層構造とする場合、その構造は、製
造しようとする光学素子の用途等に応じて適宜選定可能であり、この場合でも、第１複屈
折率層５の下地となる層はガラス又はケイ素酸化物により形成することが好ましい。基材
１は、光学的に等方性のものであることが好ましいが、必要に応じて、局所的に遮光性領
域等を設けることもできる。基材１の光透過率は、光学素子１０の用途等に応じて適宜選
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定可能である。
【００４０】
　この基材１上に形成されている第１複屈折率層５は、分子形状が棒状の重合性液晶をホ
メオトロピック配向させることが可能なカップリング剤（図示せず。）を含有した架橋高
分子（本発明の複屈折材料）からなっている。
【００４１】
　図１（ｂ）は、第１複屈折率層５の構造を模式的に示す断面図である。同図に示すよう
に、第１複屈折率層５を形成している架橋高分子は、棒状の重合性液晶分子６を構造単位
とするものである。この架橋高分子は、分子形状が棒状の重合性液晶がホメオトロピック
配向の状態を保ったまま三次元架橋した構造を有している。なお、図１（ｂ）では、便宜
上、各重合性液晶分子６における結合手の図示を省略している。
【００４２】
　第１複屈折率層５における構造単位としての各重合性液晶分子６のチルト角は、第１複
屈折率層５の厚さ方向に実質的に均一である。ここで、本発明でいう「構造単位としての
重合性液晶分子のチルト角が第１複屈折率層の厚さ方向に実質的に均一である」とは、第
１複屈折率層５の厚さ方向のリタデーションが１０ｎｍ程度以下であることを意味する。
【００４３】
　第１複屈折率層５において重合性液晶がホメオトロピック配向の状態を保ったまま三次
元架橋していることから、この第１複屈折率層５の厚さ方向をｚ軸にしてｘｙｚ直交座標
を想定したとき、ｘ軸方向の屈折率ｎｘとｙ軸方向の屈折率ｎｙはほぼ同じ値になり、ｚ
軸方向の屈折率は、屈折率ｎｘ、ｎｙよりも大きくなる。すなわち、第１複屈折率層５は
、厚さ方向（ｚ軸方向）に光軸を有する１軸性の複屈折率層であり、いわゆる「＋Ｃプレ
ート」として機能する。
【００４４】
　第１複屈折率層５に０°よりも大きな入射角で入射した光には、リタデーションが生じ
る。リタデーションは、第１複屈折率層５における常光と異常光との光路差であるので、
第１複屈折率層５の膜厚、重合性液晶分子６の複屈折Δｎ（常光の屈折率ｎｏと異常光の
屈折率ｎｅとの差）、及び重合性液晶分子の配向秩序度を適宜選定することにより、光学
素子１０のリタデーションを制御することができる。
【００４５】
　このような光学素子１０を得るために、本発明においては、分子形状が棒状で各分子が
官能基を２つ以上有する重合性液晶（以下、この重合性液晶を「多官能重合性液晶」とい
う。）を用いて第１複屈折率層５を形成することが好ましい。また、重合性液晶分子の複
屈折Δｎは、０．０３～０．３０程度であることが好ましく、０．０５～０．２０程度で
あることが更に好ましい。このような多官能重合性液晶の具体例としては、図２（ａ）～
図２（ｅ）に示す式（Ｉ）～（Ｖ）によって表される各重合性液晶が挙げられる。なお、
式（Ｉ）～（Ｖ）中のｎは、いずれも２～６の数値を示す。
【００４６】
　必要に応じて、多官能重合性液晶に加えて、分子形状が棒状で各分子が官能基を１つの
み有する重合性液晶（以下、この重合性液晶を「単官能重合性液晶」という。）を使用す
ることができる。この場合、単官能重合性液晶の使用量は、重合性液晶の総量に対して１
～５０モル％程度の範囲内とすることが好ましく、５～２０モル％程度の範囲内とするこ
とが更に好ましい。単官能重合性液晶を併用することにより、重合性液晶全体の配向性を
向上又は低下させることが可能になるので、重合性液晶全体の配向性を制御し易くなる。
単官能重合性液晶の具体例としては、図２（ｆ）～図２（ｉ）に示す式（ｉ）～（ｉｖ）
によって表される各重合性液晶が挙げられる。なお、式（ｉ）～（ｉｖ）中のｎは、いず
れも２～６の数値を示す。
【００４７】
　第１複屈折率層５は、上述した重合性液晶と、分子形状が棒状の重合性液晶をホメオト
ロピック配向させることが可能なカップリング剤とを少なくとも含有したコーティング組
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成物の塗膜を形成し、この塗膜中の重合性液晶をホメオトロピック配向させた後に、この
状態のまま重合性液晶を三次元架橋させることにより得られる。必要に応じて、上記のコ
ーティング組成物には光重合開始剤、増感剤、界面活性剤、多官能モノマー等を含有させ
ることができる。界面活性剤を含有させることにより、レベリング性を向上させることが
できる。また、多官能モノマーを含有させることにより、第１複屈折率層５の架橋性を向
上させることができる。
【００４８】
　上記のカップリング剤は、分子形状が棒状の重合性液晶をホメオトロピック配向させる
ことができるものであればよく、第１複屈折率層５に含有されるカップリング剤は１種の
みであってもよいし、２種以上であってもよい。重合性液晶をホメオトロピック配向させ
るためには、重合性液晶を一旦液晶相（ネマチック相）にまで加熱しなければならないの
で、カップリング剤はこのとき分解されない程度の耐熱性を有していることが必要である
。また、重合性液晶に添加することから、有機溶剤に可溶のものであることが好ましい。
【００４９】
　このカップリング剤の具体例としては、ｎ－オクチルトリメトキシシラン、ｎ－オクチ
ルトリエトキシシラン、デシルトリメトキシシラン、デシルトリエトキシシラン、ｎ－ド
デシルトリメトキシシラン、ｎ－ドデシルトリエトキシシラン、オクタデシルトリメトキ
シシラン、オクタデシルトリエトキシシラン等のシラン化合物を加水分解することによっ
て得られるシランカップリング剤が挙げられる。
【００５０】
　第１複屈折率層５の膜厚を厚くした場合でも構造単位としての重合性液晶分子６をホメ
オトロピック配向させるという観点からは、カップリング剤は、棒状の重合性液晶をホメ
オトロピック配向させる作用（以下、この作用を「配向規制力」という。）の強いものが
好ましい。このようなカップリング剤の具体例としては、パーフルオロアルキルシラン、
ペンタフルオロフェニルトリメトキシシラン、ペンタフルオロフェニルトリエトキシシラ
ン、ペンタフルオロフェニルプロピルトリメトキシシラン、ペンタフルオロフェニルプロ
ピルトリエトキシシラン、トリフルオロプロピルトリメトキシシラン、トリフルオロプロ
ピルトリエトキシシラン、１Ｈ，１Ｈ，２Ｈ，２Ｈ－パーフルオロデシルトリメトキシシ
ラン、１Ｈ，１Ｈ，２Ｈ，２Ｈ－パーフルオロデシルトリエトキシシラン、１Ｈ，１Ｈ，
２Ｈ，２Ｈ－パーフルオロオシルトリメトキシシラン、１Ｈ，１Ｈ，２Ｈ，２Ｈ－パーフ
ルオロオシルトリエトキシシラン、３－（ペプタフルオロイソプロポキシ）プロピルトリ
メトキシシラン、及び３－（ペプタフルオロイソプロポキシ）プロピルトリエトキシシラ
ン等のフッ素系シラン化合物を加水分解することによって得られるフッ素系シランカップ
リング剤（フッ化アルキル基を有するシランカップリング剤）が挙げられる。
【００５１】
　配向規制力の強いカップリング剤を用いることにより、第１複屈折率層５を形成する際
に前述の重合性液晶をホメオトロピック配向させることが容易になる。また、第１複屈折
率層５の膜厚を厚くした場合でも重合性液晶をホメオトロピック配向させることが可能に
なるので、第１複屈折率層５の膜厚についての選択の自由度が高まり、光学素子１０のリ
タデーションを種々制御することが容易になる。
【００５２】
　上記の配向規制力は、カップリング剤が基材１の表面に結合し、このカップリング剤に
よって基材１の表面の濡れ性が低下する結果として生じるものと考えられる。したがって
、第１複屈折率層５に含有させるカップリング剤の種類は、基材１の材質に応じて適宜選
定される。また、第１複屈折率層５でのカップリング剤の濃度には分布が生じるものと考
えられる。
【００５３】
　第１複屈折率層５におけるカップリング剤の含有量は、基材１の材質（第１複屈折率層
５の下地の材質）、第１複屈折率層５の膜厚、使用するカップリング剤の配向規制力等に
応じて異なるが、重合性液晶の総量に対して０．００１重量％～５重量％程度とすること
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が好ましく、０．０１重量％～１重量％程度とすることが更に好ましい。カップリング剤
を多量に含有させると、重合性液晶がホメオトロピック配向せずに、ホメオトロピック配
向した領域とホメオトロピック配向以外の状態に配向した領域とに相分離を起こすように
なる。
【００５４】
　第１複屈折率層５の架橋度は８０程度以上とすることが好ましく、９０程度以上とする
ことが更に好ましい。また、第１複屈折率層５の膜厚は、構造単位としての重合性液晶分
子６をホメオトロピック配向させることが可能な範囲内、具体的には厚さ方向のリタデー
ション（ただし、光学素子１０としてのリタデーションを意味する。）が１０ｎｍ程度以
下となる範囲内で適宜選定することが好ましく、前記のリタデーション５ｎｍ程度以下と
なる範囲内で適宜選定することが更に好ましい。
【００５５】
　上述した光学素子１０においては、コーティング組成物の塗布、配向処理、及び架橋処
理を順次施すという比較簡単な方法により第１複屈折率層５を形成することができるので
、その生産コストを抑え易い。また、第１複屈折率層５が三次元架橋した構造を有してい
るので、複屈折特性が熱による影響を受け難い。
【００５６】
　この光学素子１０は、例えば位相差素子、光学補償素子等、光の偏光状態を制御するた
めの素子として用いることができ、しかも耐熱性が比較的高いので、例えば車内のように
比較的高温になり易い環境下で使用される光学機器にも用いることができる。更に、耐熱
性が比較的高いので、表示用液晶パネル中に設けることも可能である。
【００５７】
　＜光学素子（第２形態）＞
　図３は、本発明の光学素子の基本的な断面構造の他の例を示す概略図である。同図に示
す光学素子１５は、光透過性を有する基材１が、光透過性基板１ａと、この光透過性基板
１ａの片面に形成されたケイ素酸化物膜１ｂとを有し、ケイ素酸化物膜１ｂ上に第１複屈
折率層５が設けられているという点で、上述した第１形態の光学素子１０と異なる。他の
構成は第１形態の光学素子１０と同様であるので、図１（ａ）に示した部材と共通する部
材については、その説明を省略する。
【００５８】
　上記の光透過性基板１ａは、無機材料及び有機材料のいずれにより形成されていてもよ
いが、ケイ素酸化物膜１ｂは、光透過性基板１ａがガラス及びケイ素酸化物のいずれでも
ない場合に設けることが特に好ましい。ケイ素酸化物膜１ｂは、例えば物理的気相蒸着法
又は化学的気相蒸着法により形成することができる。　第１複屈折率層５の下地層として
ケイ素酸化物膜１ｂを用いることにより、基材１が例えば有機材料により形成されている
場合でも、所望の第１複屈折率層５を形成し易くなる。
【００５９】
　＜光学素子（第３形態）＞
　図４（ａ）は、本発明の光学素子の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略図である
。同図に示す光学素子３０は、例えば液晶配向用基板の構成部材として用いることができ
るものであり、光透過性を有する基材２１上に第１複屈折率層２５が形成されている。
【００６０】
　基材２１は、光透過性基板１ａと、この光透過性基板１ａの片面に形成された光吸収型
カラーフィルタ２２（以下、単に「カラーフィルタ２２」という。）及び遮光層（ブラッ
クマトリクス）２３と、これらのカラーフィルタ２２及び遮光層２５を覆うようにして形
成されたケイ素酸化物膜１ｂとを有している。ケイ素酸化物膜１ｂ上に第１複屈折率層２
５が形成されている。光透過性基板１ａ、ケイ素酸化物膜１ｂ、及び第１複屈折率層２５
の構成は第２形態の光学素子１５における光透過性基板１ａ、ケイ素酸化物膜１ｂ、又は
第１複屈折率層５の構成と同様であるので、ここではその説明を省略する。
【００６１】
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　カラーフィルタ２２は、赤色のマイクロカラーフィルタ２２Ｒ、緑色のマイクロカラー
フィルタ２２Ｇ、及び青色のマイクロカラーフィルタ２２Ｂを所定のパターンで配置した
原色系のものであり、各色のマイクロカラーフィルタ２２Ｒ、２２Ｇ、２２Ｂの配置形態
により、ストライプ型、モザイク型、トライアングル型等と称される種々のタイプのカラ
ーフィルタが知られている。原色系のカラーフィルタに代えて、補色系のカラーフィルタ
を用いることも可能である。
【００６２】
　カラーフィルタ２２は、例えば、各色のマイクロカラーフィルタ２２Ｒ、２２Ｇ、２２
Ｂ毎に、その材料となるカラーレジンの塗膜を例えばフォトリソグラフィー法で所定形状
にパターニングすることによって、あるいは、各色のマイクロカラーフィルタ２２Ｒ、２
２Ｇ、２２Ｂ毎に、その材料となるカラーフィルタ用インキを所定形状に塗布することに
よって、形成することができる。
【００６３】
　遮光層２３は、表示用液晶パネルにおける画素間からの光の漏れ（漏れ光）や、アクテ
ィブマトリクス駆動方式の表示用液晶パネルにおけるアクティブ素子の光劣化等を防止す
るためのものであり、表示用液晶パネルにおいて個々の画素を平面視上画定する。各色の
マイクロカラーフィルタ２２Ｒ、２２Ｇ、２２Ｂは、それぞれ、遮光膜２３により画定さ
れる所定の画素を平面視上覆うようにして配置される。
【００６４】
　この遮光層２３は、例えば、金属クロム薄膜やタングステン薄膜等、遮光性又は光吸収
性を有する金属薄膜を所定形状にパターニングすることにより、形成することができる。
黒色樹脂等の有機材料を所定形状に印刷することにより遮光層２３を形成することも可能
である。なお、カラーフィルタ２２として単色のカラーフィルタを用いることも可能であ
り、この場合には遮光層２３を省略することもできる。
【００６５】
　図示の第１複屈折率層２５は、基材２１と平面視上重なる大きさ及び形状を有している
。したがって、第１複屈折率層２５は、表示用液晶パネルにおける表示領域よりも大形で
ある。このような構成を有する光学素子３０を液晶配向用基板の構成部材にすると、第１
複屈折率層２５の耐熱性が比較的高いことから、第１複屈折率層２５が液晶セル内に配置
された表示用液晶パネルを得ることができ、液晶表示装置を作製する過程で第１複屈折率
層２５が損傷してしまうことを抑制し易くなる。第１複屈折率層２５は、いわゆる「＋Ｃ
プレート」として利用することができる。
【００６６】
　＜光学素子（第４形態）＞
　図４（ｂ）は、本発明の光学素子の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略図である
。同図に示す光学素子３５は、例えば液晶配向用基板の構成部材として用いることができ
るものであり、第１複屈折率層が表示用液晶パネルでの表示領域に対応する領域ＤＲにの
み設けられているという点で、上述した第３形態の光学素子３０（図４（ａ）参照）と異
なる。他の構成は第３形態の光学素子３０の構成と同様であるので、第１複屈折率層につ
いてのみ新たな参照符号「２５Ａ」を付し、第１複屈折率層２５Ａ以外の構成部材には図
４（ａ）で用いた参照符号と同じ参照符号を付してその説明を省略する。
【００６７】
　この光学素子３５を液晶配向用基板の構成部材にした場合には、第３形態の光学素子３
０を液晶配向用基板の構成部材にした場合と同様に、第１複屈折率層２５Ａが液晶セル内
に配置された表示用液晶パネルを得ることができるので、液晶表示装置を作製する過程で
第１複屈折率層２５Ａが損傷してしまうことを抑制し易くなる。第１複屈折率層２５Ａは
、いわゆる「＋Ｃプレート」として利用することができる。
【００６８】
　＜光学素子（第５形態）＞
　図４（ｃ）は、本発明の光学素子の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略図である
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。同図に示す光学素子５０は、例えば液晶配向用基板の構成部材として用いることができ
るものであり、個々のマイクロカラーフィルタ２２Ｒ、２２Ｇ、２２Ｂ上に、所定膜厚の
第１複屈折率層４５Ｒ、４５Ｇ、又は４５Ｂがケイ素酸化物膜１ｂを介して設けられてい
るという点で、前述した第３形態の光学素子３０（図４（ａ）参照）と異なる。マイクロ
カラーフィルタ２２Ｒ上にケイ素酸化物膜１ｂを介して第１複屈折率層４５Ｒが形成され
、マイクロカラーフィルタ２２Ｇ上にケイ素酸化物膜１ｂを介して第１複屈折率層４５Ｇ
が形成され、マイクロカラーフィルタ２２Ｂ上にケイ素酸化物膜１ｂを介して第１複屈折
率層４５Ｂが形成されている。他の構成は第３形態の光学素子３０の構成と同様であるの
で、第１複屈折率層４５Ｒ、４５Ｇ、４５Ｂ以外の構成部材には図４（ａ）で用いた参照
符号と同じ参照符号を付してその説明を省略する。
【００６９】
　光の屈折率は、同じ媒質に入射した場合でも、波長によって異なる。したがって、例え
ば図１（ａ）に示した第１複屈折率層５の複屈折Δｎも、入射する光の波長によって異な
る。各色のマイクロカラーフィルタ２２Ｒ、２２Ｇ、２２Ｂ上にそれぞれが所定の膜厚を
有する第１複屈折率層４５Ｒ、４５Ｇ、又は４５Ｂを設けることにより、赤色、緑色、及
び青色の各色の光のリタデーションを別個に制御することができる。したがって、本形態
の光学素子５０によれば、前述した第３形態の光学素子３０又は第４形態の光学素子３５
に比べてより精密に、光の偏光状態を制御することができる。なお、各第１複屈折率層４
５Ｒ、４５Ｇ、４５Ｂをそれぞれ所定の箇所に形成するにあたっては、例えばフォトリソ
グラフィー法を利用することができる。
【００７０】
　この光学素子５０を液晶配向用基板の構成部材にした場合には、第３形態の光学素子３
０を用いて液晶配向用基板を形成した場合と同様に、第１複屈折率層４５Ｒ、４５Ｒ、４
５Ｂが液晶セル内に配置された表示用液晶パネルを得ることができるので、液晶表示装置
を作製する過程で第１複屈折率層４５Ｒ、４５Ｇ、４５Ｂが損傷してしまうことを抑制し
易くなる。各第１複屈折率層４５Ｒ、４５Ｇ、４５Ｂは、いわゆる「＋Ｃプレート」とし
て利用することができる。
【００７１】
　＜光学素子（第６形態～第８形態）＞
　図５（ａ）は、本発明の光学素子の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略図である
。同図に示す第６形態の光学素子７０は、例えば液晶配向用基板の構成部材にすることが
できるものであり、光透過性を有する基材としてのガラス基板６１の片面に第１複屈折率
層６５が形成され、この第１複屈折率層６５上にカラーフィルタ６２及び遮光層（ブラッ
クマトリクス）６３が形成されているという点で、前述した第３形態の光学素子３０（図
４（ａ）参照）と異なる。他の構成は第３形態の光学素子３０の構成と同様であるので、
光学素子７０を構成する各部材には図４（ａ）で用いた参照符号の数値部分に「４０」を
加えた参照符号を付してその説明を省略する。この光学素子７０は、第３形態の光学素子
３０と同様の技術的効果を奏する。
【００７２】
　図５（ｂ）は、本発明の光学素子の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略図である
。同図に示す第７形態の光学素子７５は、例えば液晶配向用基板の構成部材にすることが
できるものであり、光透過性を有する基材としてのガラス基板６１の片面に第１複屈折率
層６５が形成され、この第１複屈折率層６５上にカラーフィルタ６２及び遮光層（ブラッ
クマトリクス）６３が形成されているという点で、前述した第４形態の光学素子３５（図
４（ｂ）参照）と異なる。他の構成は第４形態の光学素子３５の構成と同様であるので、
光学素子７５を構成する各部材には図４（ｂ）で用いた参照符号の数値部分に「４０」を
加えた参照符号を付してその説明を省略する。表示用液晶パネルでの表示領域に対応する
領域は、図４（ｂ）におけるのと同様に、参照符号ＤＲで示す。この光学素子７５は、第
４形態の光学素子３５と同様の技術的効果を奏する。
【００７３】
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　図５（ｃ）は、本発明の光学素子の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略図である
。同図に示す第８形態の光学素子９０は、例えば液晶配向用基板の構成部材にすることが
できるものであり、光透過性を有する基材としてのガラス基板６１の片面に所定膜厚の第
１複屈折率層８５Ｒ、８５Ｇ、８５Ｂが形成され、これら第１複屈折率層８５Ｒ、８５Ｇ
、８５Ｂ上にマイクロカラーフィルタ６２Ｒ、６２Ｇ、又は６２Ｂが形成されているとい
う点で、第５形態の光学素子５０（図４（ｃ）参照）と異なる。他の構成は第５形態の光
学素子５０の構成と同様であるので、光学素子９０を構成する各部材には図４（ｃ）で用
いた参照符号の数値部分に「４０」を加えた参照符号を付してその説明を省略する。この
光学素子９０は、第５形態の光学素子５０と同様の技術的効果を奏する。
【００７４】
　＜光学素子（第９形態）＞
　図６は、本発明の光学素子の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略図である。同図
に示す光学素子１１０は、例えば液晶配向用基板の構成部材にすることができるものであ
り、第１複屈折率層２５が保護層１００によって覆われているという点で、第３形態の光
学素子３０（図３（ａ）参照）と異なる。他の構成は第３形態の光学素子３０の構成と同
様であるので、光学素子１１０を構成する保護層１００以外の各部材には図３（ａ）で用
いた参照符号と同じ参照符号を付して、その説明を省略する。
【００７５】
　保護層１００は、平坦性、耐薬品性、耐熱性、耐ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）性等を
向上させるための層である。この保護層１００は、例えば、アクリル系樹脂、エポキシ系
樹脂、ポリイミド等、種々の光硬化型樹脂又は熱硬化型樹脂、あるいは２液硬化型樹脂に
より形成することができる。保護層１００は、その材料に応じて、スピンコート、印刷、
フォトリソグラフィー等の方法により形成することができる。保護層１００の膜厚は０．
３～５．０μｍ程度の範囲内で適宜選定可能であり、０．５～３．０μｍ程度の範囲内で
適宜選定することが好ましい。
【００７６】
　光学素子１１０は、第３形態の光学素子３０と同様の技術的効果を奏する他に、保護層
１００を有しているので、複屈折特性について信頼性が向上するという技術的効果も奏す
る。なお、保護層１００は、既に説明した第１形態、第２形態、及び第４～第８形態の各
光学素子１０、１５、３５、５０、７０、７５、９０に設けることもできるし、後述する
第１１形態の光学素子に設けることもできる。
【００７７】
　＜光学素子（第１０形態）＞
　図７は、本発明の光学素子の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略図である。同図
に示す光学素子１３０は、例えば液晶配向用基板の構成部材にすることができるものであ
り、光透過性基材１２１ａの片面に直線偏光素子１２２と１／４波長板１２３とがこの順
番で積層され、１／４波長板１２３の上にケイ素酸化物膜１ｂと第１複屈折率層１２５と
第２複屈折率層１２８とがこの順番で積層されている。光透過性基材１２１ａと直線偏光
素子１２２と１／４波長板１２３とケイ素酸化物膜１ｂとによって、光透過性を有する基
材１２１が構成されている。
【００７８】
　光学素子１３０を含んだ液晶配向用基板は、直線偏光素子１２２、１／４波長板１２３
、ケイ素酸化物膜１ｂ、第１複屈折率層１２５、及び第２複屈折率層１２８が外側となる
向きで配置されて、表示用液晶パネルを構成する。この液晶配向用基板は、透過型液晶表
示装置における表示用液晶パネルの背面側の基板として用いられる。
【００７９】
　上記の直線偏光素子１２２は、表示用液晶パネルにおいて偏光子として機能するもので
あり、１／４波長板１２３は、円偏光を直線偏光に変換するための光学素子である。また
、ケイ素酸化物膜１ｂ及び第１複屈折率層１２５は、第２形態の光学素子１５におけるケ
イ素酸化物膜１ｂ又は第１複屈折率層５と同様に構成される。ケイ素酸化物膜１ｂは、こ



(14) JP 4455051 B2 2010.4.21

10

20

30

40

50

のケイ素酸化物膜１ｂが光学素子１３０の光学特性に与える影響を抑えるうえから、λ／
２膜とすることが好ましい。第１複屈折率層１２５は、楕円偏光を円偏光に変換する。
【００８０】
　第２複屈折率層１２８は、自然光から所定の円偏光を取り出すための複屈折率層であり
、例えば、分子配列が架橋によって固定されたコレステリック液晶により形成されている
。第２複屈折率層１２８を得るにあたっては、ネマチック液晶にカイラル剤を添加して得
られるカイラルネマチック液晶を用いることが好ましく、このとき、カイラル剤としては
重合性のカイラル剤を用いることが好ましい。第２複屈折率層１２８は、第１複屈折率層
１２５と異なる複屈折特性を有している。
【００８１】
　光学素子１３０を含んだ液晶配向用基板を作製し、この液晶配向用基板を用いて表示用
液晶パネルを作製すると、以下の理由から、バックライトの照度が低くても光利用効率を
高めて明るい画像表示を行うことができる。
【００８２】
　すなわち、バックライトからの放射光の利用効率を高めるためには、１／４波長板１２
３に入射する円偏光の光量を増大させることが望ましく、そのためには、上記の放射光か
ら所定の円偏光（左円偏光及び右円偏光のいずれか一方）を第２複屈折率層１２８により
取り出すことが望まれる。このとき、他方の円偏光は第２複屈折率層１２８に入射できず
に反射されるが、例えばバックライトの背後にミラーを配置すれば、第２複屈折率層１２
８で反射された上記他方の円偏光がミラーで反射したときにその位相が反転して、上記一
方の円偏光となる。したがって、バックライトからの放射光の多くを上記一方の円偏光と
して１／４波長板１２３に入射させることが可能である。
【００８３】
　ただし、第２複屈折率層１２８への入射角が大きな放射光は、第２複屈折率層１２８に
より楕円偏光に変換されてしまう。この楕円偏光には、左円偏光及び右円偏光の両方が含
まれおり、そのうちの上記他方の円偏光に相当するものは、１／４波長板１２３で直線偏
光に変換されずに楕円偏光となってしまったり、直線偏光素子１２２によって吸収されて
しまったりする。第２複屈折率層１２８と１／４波長板１２３との間に第１複屈折率層１
２５を設けることにより、第２複屈折率層１２８によって楕円偏光に変換された光を円偏
光に変換することができる。その結果として、１／４波長板１２３に入射する円偏光の光
量が増大するので、バックライトの照度が低くても光利用効率を高めて明るい画像表示を
行うことが可能になる。
【００８４】
　また、光学素子１３０を含んだ液晶配向用基板を作製し、この液晶配向用基板を用いて
表示用液晶パネルを作製すると、第１複屈折率層１２５の生産コストを抑えることが容易
で、かつ、第１複屈折率層１２５の複屈折特性が熱による影響を受け難いので、表示特性
が高く、かつ、種々の用途に用いることが可能な液晶表示装置を安価に提供することが容
易になる。
【００８５】
　なお、直線偏光素子１２２から第２複屈折率層１２８にかけての積層順を図示の順番と
逆にすることにより、直線偏光素子１２２、１／４波長板１２３、第１複屈折率層１２５
、及び第２複屈折率層１２８を表示用液晶パネルの内側に配置することも可能になる。
【００８６】
　また、光透過性基板１２１ａ上にケイ素酸化物膜１ｂ、第１複屈折率層１２５、１／４
波長板１２３、及び直線偏光素子１２２をこの順番で積層すれば、反射型液晶表示装置に
おける表示用液晶パネルの表示面側の基板として用いられる液晶配向用基板に利用可能な
光学素子を得ることができる。この場合、基材１２１がガラス製又はケイ素酸化物製であ
れば、ケイ素酸化物膜１ｂを省略することができる。同様に、光透過性基板１２１ａの片
面に直接又はケイ素酸化物膜１ｂを介して第１複屈折率層１２５を形成し、光透過性基板
１２１ａにおける他方の面に１／４波長板１２３、及び直線偏光素子１２２をこの順番で
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積層しても、反射型液晶表示装置における表示用液晶パネルの表示面側の基板として用い
られる液晶配向用基板に利用可能な光学素子を得ることができる。これらの光学素子を液
晶配向用基板の一部として含んだ反射型液晶表示装置では、リフレクターに入射する光の
偏光状態を真の円偏光に近づけることができるので、コントラストの高い表示を行うこと
が容易になる。
【００８７】
　＜光学素子（第１１形態）＞
　図８は、本発明の光学素子の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略図である。同図
に示す光学素子１５０は、例えば液晶配向用基板の構成部材にすることができるものであ
り、光透過性基板１４１ａの片面に水平配向膜１４９、第２複屈折率層１４８、ケイ素酸
化物膜８１ｂ、及び第１複屈折率層１４５がこの順番で積層され、第１複屈折率層１４５
上にカラーフィルタ１４２及び遮光層（ブラックマトリクス）１４３が形成されている。
光透過性基材１２１ａと水平配向膜１４９とケイ素酸化物膜８１ｂとによって、光透過性
を有する基材１４１が構成されている。
【００８８】
　この光学素子１５０を用いた液晶配向用基板は、水平配向膜１４９、第２複屈折率層１
４８、ケイ素酸化物膜８１ｂ、及び第１複屈折率層１４５が内側となる向きで配置されて
、表示用液晶パネルを構成する。また、この液晶配向用基板は、表示用液晶パネルにおけ
る表示面側の基板として用いられる。なお、図８に示した部材のうち、図４（ａ）に示し
た部材と機能上共通するもについては、図４（ａ）で用いた参照符号の数値部分に「８０
」を加えた参照符号を付してその説明を省略する。
【００８９】
　水平配向膜１４９は、液晶分子を水平配向させることが可能なものであり、例えば樹脂
材料により形成された膜の表面にラビング処理や光配向処理を施すことによって得ること
ができる。第２複屈折率層１４８は、例えば重合性液晶をホモジニアス配向の状態で固定
した高分子からなり、光学的に１軸性で光軸が面内にある複屈折率層（いわゆる「＋Ａプ
レート」）として機能する。第２複屈折率層１４８は、第１複屈折率層１４５と異なる複
屈折特性を有している。ケイ素酸化物膜８１ｂは、このケイ素酸化物膜８１ｂが光学素子
１５０の光学特性に与える影響を抑えるうえから、λ／２膜とすることが好ましい。
【００９０】
　光学素子１５０を含んだ液晶配向用基板は、第１複屈折率層１４５及び第２複屈折率層
１４８を有しているので、検光子の遅相軸と４５°又は１３５°の角度をなす方位角方向
の視角特性を向上させることができる。
【００９１】
　また、光学素子１５０を含んだ液晶配向用基板を用いて表示用液晶パネルを作製すると
、第１複屈折率層１４５の生産コストを抑えることが容易で、かつ、第１複屈折率層１４
５の複屈折特性が熱による影響を受け難いので、表示特性が高く、かつ、種々の用途に用
いることが可能な液晶表示装置を安価に提供することが容易になる。
【００９２】
　なお、第２複屈折率層１４８としては、延伸樹脂フィルム製の＋Ａプレートを用いるこ
ともできる。この場合、水平配向膜１４９は省略される。延伸樹脂フィルム製の＋Ａプレ
ートは、粘着剤により光透過性基板１４１ａ上に貼付される。
【００９３】
　また、第２複屈折率層１４８上にカラーフィルタ１４２及び遮光層１４３を形成し、こ
れらカラーフィルタ１４２及び遮光層１４３を覆うようにしてケイ素酸化物膜８１ｂを形
成し、その上に第１複屈折率層１４５を設けることも可能である。更には、光透過性基板
１４１ａの片面にカラーフィルタ１４２、遮光層１４３、ケイ素酸化物膜８１ｂ、及び第
１複屈折率層１４５を形成し、基材１４１における前記の片面とは反対側の面に第２複屈
折率層１４８を設けることも可能である。
【００９４】
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　＜光学素子の製造方法＞
　本発明の光学素子の製造方法は、上述した本発明の光学素子の製造方法であり、この方
法は、前述したように、準備工程、配向工程、及び架橋工程を含んでいる。以下、これら
の工程について詳述する。
【００９５】
　（１）準備工程；
　準備工程では、光透過性を有する基材を用意する。この基材の構造は単層構造であって
もよいし、複数層構造であってもよい。基材を単層構造とする場合、この基材は、ガラス
又はケイ素酸化物により形成することが好ましい。基材を複数層構造とする場合、その構
造は、製造しようとする光学素子の用途等に応じて適宜選定可能であり、この場合でも、
第１複屈折率層の下地となる層はガラス又はケイ素酸化物により形成することが好ましい
。
【００９６】
　基材は、光学的に等方性のものであることが好ましいが、必要に応じて、局所的に遮光
性領域等を設けることもできる。基材の光透過率は、製造しようとする光学素子の用途等
に応じて、適宜選定可能である。基材は、自ら作製してもよいし、他人又は他社が製造し
たものを購入してもよい。
【００９７】
　（２）配向工程；
　配向工程では、分子形状が棒状の重合性液晶とこの重合性液晶をホメオトロピック配向
させることが可能なカップリング剤とを含有したコーティング組成物の塗膜を形成し、こ
の塗膜中の重合性液晶をホメオトロピック配向させる。
【００９８】
　上記のコーティング組成物を調製するにあたっては、多官能重合性液晶と上記のカップ
リング剤と有機溶媒とを必須成分として用い、他に、単官能重合性液晶、光重合開始剤、
増感剤等を任意成分として用いる。単官能重合性液晶は１種類のみ用いてもよいし、２種
類以上を併用してもよい。同様に、光重合開始剤及び増感剤は、それぞれ、１種類のみ用
いてもよいし、２種類以上を併用してもよい。上記の重合性液晶及びカップリング剤につ
いては、本発明の光学素子に係る第１形態の説明の中で既に述べたので、ここでは省略す
る。
【００９９】
　有機溶媒は、重合性液晶を溶解させることができるものであればよく、その種類は適宜
選択可能である。また、任意成分である光重合開始剤としては、例えば、ベンジル（もし
くはビベンゾイル）、ベンゾインイソブチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル
、ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、４－ベンゾイル－
４’メチルジフェニルサルファイド、ベンジルメチルケタール、ジメチルアミノメチルベ
ンゾエート、２－ｎ－ブトキシエチル－４－ジメチルアミノベンゾエート、ｐ－ジメチル
アミノ安息香酸イソアミル、３，３’－ジメチル－４－メトキシベンゾフェノン、メチロ
ベンゾイルフォーメート、２－メチル－１－（４－（メチルチオ）フェニル）－２－モル
フォリノプロパン－１－オン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォ
リノフェニル）－ブタン－１－オン、１－（４－ドデシルフェニル）－２－ヒドロキシ－
２－メチルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２－ヒ
ドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、１－（４－イソプロピルフェ
ニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、２－クロロチオキサントン、
２，４－ジエチルチオキサントン、２，４－ジイソプロピルチオキサントン、２，４－ジ
メチルチオキサントン、イソプロピルチオキサントン、１－クロロ－４－プロポキシチオ
サントン等を挙げることができる。増感剤は、本発明の目的が損なわれない範囲で、適宜
添加することができる。
【０１００】
　コーティング組成物における重合性液晶の濃度は、コーティング方法、形成しようとす
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る塗膜の膜厚、有機溶媒の種類等に応じて異なるが、１０～５０重量％の範囲内程度する
ことが好ましい。また、カップリング剤の濃度は、重合性液晶の総量に対して０．００１
～１０重量％程度とすることが好ましく、０．０１～１重量％程度とすることが更に好ま
しい。光重合開始剤を用いる場合、コーティング組成物における光重合開始剤の濃度は、
重合性液晶の配向を大きく損なわない範囲で適宜選定可能であり、例えば０．０１～１０
重量％程度の範囲内で選定される。光重合開始剤の濃度は、０．１～７重量％程度の範囲
内で選定することが好ましく、０．５～５重量％程度の範囲内で選定することがより好ま
しい。増感剤を用いる場合、コーティング組成物における増感剤の濃度は、重合性液晶の
配向を大きく損なわない範囲で適宜選定可能であり、例えば０．０１～１重量％程度の範
囲内で選定される。
【０１０１】
　上述したコーティング組成物による塗膜は、このコーティング組成物をスピンコートや
各種の印刷法（例えばダイコート、バーコート、スライドコート、ロールコート等）等の
方法で基材上に塗布することにより、形成することができる。基材表面の撥水性又は撥油
性が高い場合や、コーティング組成物に添加したカップリング剤の撥水性又は撥油性が強
い場合には、重合性液晶をホメオトロピック配向させることが可能な範囲内で、ＵＶ洗浄
やプラズマ処理により予め表面（塗布面）の濡れ性を高めてもよい。
【０１０２】
　上述のようにして形成した塗膜中の重合性液晶をホメオトロピック配向させるにあたっ
ては、塗膜中の重合性液晶が液晶相となる温度以上であって等方相（液体相）となる温度
未満の温度（以下、この温度を「第１架橋温度」という。）にまで塗膜を加熱する。塗膜
中の重合性液晶の相転移温度は、塗膜中にカップリング剤が含有されていることから、多
くの場合、重合性液晶単独のときの相転移温度とは異なることもある。重合性液晶が液晶
相になると、カップリング剤の作用により重合性液晶がホメオトロピック配向する。
【０１０３】
　また、例えば塗膜を減圧乾燥すると、その後、重合性液晶が本来液晶相を示す温度より
も低温にまで塗膜を冷却しても、重合性液晶が過冷却状態となってホメオトロピック配向
が保持される。
【０１０４】
　（３）架橋工程；
　架橋工程では、塗膜中の重合性液晶をホメオトロピック配向させたまま、この重合性液
晶を三次元架橋させる。この際、重合性液晶のホメオトロピック配向が乱れないようにす
るためには、不活性ガス雰囲気中で塗膜を第１架橋温度にまで加熱しながら、重合性液晶
の感光波長の光を塗膜に照射することが好ましい。あるいは、空気雰囲気中で塗膜を第１
架橋温度にまで加熱しながら重合性液晶の感光波長の光を塗膜に照射して架橋反応を部分
的に進行させた後、重合性液晶が結晶相となる温度にまで塗膜を空気雰囲気中で冷却し、
この状態で上記感光波長の光を塗膜に照射して架橋反応を実質的に完了させることが好ま
しい。なお、上記「重合性液晶が結晶相となる温度」とは、架橋させる前の塗膜において
重合性液晶が結品相となる温度を意味する。
【０１０５】
　重合性液晶の感光波長は、重合性液晶の種類により異なるので、照射すべき光の波長は
、塗膜中に含有されている重合性液晶の種類に応じて適宜選定される。塗膜に照射する光
は単色光である必要性はなく、重合性液晶の感光波長の光を含んだ波長域の光を照射する
ことができる。
【０１０６】
　この架橋工程まで行うことにより、光透過性を有する基材と、この基材上に形成された
第１複屈折率層とを有する光学素子であって、前記の第１複屈折率層が、分子形状が棒状
の重合性液晶をホメオトロピック配向させることが可能なカップリング剤を含有した架橋
高分子からなり、この架橋高分子が、分子形状が棒状の重合性液晶がホメオトロピック配
向の状態を保ったまま三次元架橋した構造を有している光学素子を得ることができる。
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【０１０７】
　＜液晶配向用基板（第１形態）＞
　図９（ａ）は、本発明の液晶配向用基板の基本的な断面構造の一例を示す概略図である
。同図に示す液晶配向用基板２１０は、図６に示した第９形態の光学素子１１０における
保護層１００上に水平配向膜２０５を設けた構造を有するものであるので、液晶配向用基
板２１０の構成部材のうちで図６に既に示した構成部材については図６で用いた参照符号
と同じ参照符号を付してその説明を省略する。
【０１０８】
　図示の液晶配向用基板２１０においては、保護層１００が水平配向膜２０５用の平坦化
膜として機能している。水平配向膜２０５は、液晶配向用基板２１０を用いて表示用液晶
パネルを作製したときに、液晶セル中の液晶分子を水平配向させるためのものであり、そ
の表面（上面）には、例えばラビング処理や光配向処理が施されている。
【０１０９】
　このような構造を有する液晶配向用基板２１０は、例えばＩＰＳ方式の液晶表示装置に
おける表示用液晶パネルの表示面側の基板として用いることができる。第１複屈折率層２
５を有しているので、例えば基材１の外表面（表示用液晶パネルを構成したときの外表面
を意味する。）上に光学的に１軸性で光軸が面内にある位相差板又は位相差フィルム（い
わゆる「＋Ａプレート」。）を設けることにより、表示用液晶パネルを構成する検光子（
図示せず。）の遅相軸と４５°又は１３５°の角度をなす方位角方向の視角特性を向上さ
せることができる。
【０１１０】
　既に説明したように、第１複屈折率層２５は、その生産コストを抑え易い。また、第１
複屈折率層２５の耐熱性は比較的高い。したがって、液晶配向用基板２１０を用いること
により、視角特性に優れると共に比較的高い耐熱性を有する液晶表示装置を低コストの下
に得ることが可能になる。また、表示特性が高く、かつ、種々の用途に用いることが可能
な液晶表示装置を安価に提供することが容易になる。
【０１１１】
　なお、保護膜１００は、省略することも可能である。また、光学素子１１０に代えて、
図３（ｂ）に示した第４形態の光学素子３５、図３（ｃ）に示した第５形態の光学素子５
０、図４（ａ）に示した第６形態の光学素子７０、図４（ｂ）に示した第７形態の光学素
子７５、又は図４（ｃ）に示した第８形態の光学素子９０を用いることもできる。
【０１１２】
　＜液晶配向用基板（第２形態）＞
　図９（ｂ）は、本発明の液晶配向用基板の基本的な断面構造の他の例を示す概略図であ
る。同図に示す液晶配向用基板２３０は、図８に示した第１１形態の光学素子１５０上に
平坦化膜２２２を設け、その上に更に水平配向膜２２５を設けた構造を有するものである
ので、液晶配向用基板２３０の構成部材のうちで図８に既に示した構成部材については図
８で用いた参照符号と同じ参照符号を付してその説明を省略する。
【０１１３】
　図示の液晶配向用基板２３０においては、カラーフィルタ１４２及び遮光層１４３を覆
うようにして平坦化膜２２２が設けられている。この平坦化膜２２２は、例えば、第１形
態の液晶配向用基板２１０における保護層１００と同様にして形成することができる。ま
た、液晶配向用基板２３０における水平配向膜２２５も、第１形態の液晶配向用基板２１
０における水平配向膜２０５と同様にして形成することができる。
【０１１４】
　本形態の液晶配向用基板２３０は、第１形態の液晶配向用基板２１０と同様に、例えば
ＩＰＳ方式の液晶表示装置における表示用液晶パネルの表示面側の基板として用いること
ができる。液晶配向用基板２３０が第２複屈折率層１４８を有しているので、この液晶配
向用基板２３０の外表面に＋Ａプレートを別途設けなくても、表示用液晶パネルを構成す
る検光子（図示せず。）の遅相軸と４５°又は１３５°の角度をなす方位角方向の視角特



(19) JP 4455051 B2 2010.4.21

10

20

30

40

50

性を向上させることができる。なお、平坦化膜２２２は、省略することも可能である。
【０１１５】
　＜液晶配向用基板（第３形態）＞
　図１０（ａ）は、本発明の液晶配向用基板の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略
図である。同図に示す液晶配向用基板２６０は、図７に示した第１０形態の光学素子１３
０における基材１２１上に、走査線、層間絶縁膜２４１、マトリクス状に配置された多数
の画素電極２４３ａによって構成された透明電極パターン２４３、信号線２４５、保護膜
（パッシベーション膜）２４７、スイッチング回路部、平坦化膜２４９、及び配向膜２５
１を設けた構造を有するものである。液晶配向用基板２６０の構成部材のうちで図７に既
に示した構成部材については、図７で用いた参照符号と同じ参照符号を付してその説明を
省略する。
【０１１６】
　走査線は、図１０（ａ）に現れていないが、マトリクス状に配置された多数の画素電極
２４３ａの１つの行に１本ずつ対応するようにして配置されて、前記の行の長手方向に延
びている。各走査線は、例えばタンタル（Ｔａ）、チタン（Ｔｉ）等の金属により形成す
ることができる。これらの走査線は、層間絶縁膜２４１により覆われている。
【０１１７】
　層間絶縁膜２４１は、例えばシリコン酸化物等の電気絶縁性物質により形成されて、走
査線と信号線２４５とを電気的に分離していると共に、画素電極２４３ａと走査線とを電
気的に分離している。
【０１１８】
　各画素電極２４３ａは、表示用液晶パネルにおける１つの画素に１つずつ対応するよう
にして、例えば酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）等の透明電極材料により形成されている。
個々の画素電極２４３ａの平面視上の形状は、例えば、四角形、四角形の１つの角部を矩
形に切り欠いてできる六角形等の多角形とすることができる。
【０１１９】
　信号線２４５は、マトリクス状に配置された多数の画素電極２４３ａの１つの列に１本
ずつ対応するようにして配置されて、前記の列の長手方向に延びている。各信号線２４５
は、例えばタンタル（Ｔａ）、チタン（Ｔｉ）等の金属により形成することができる。こ
れらの信号線２４５は、保護膜２４７により覆われている。
【０１２０】
　保護膜２４７は、例えばシリコン窒化物等により形成されて、その下の部材を保護して
いる。また、信号線２４５と画素電極２４３ａとを電気的に分離している。
【０１２１】
　スイッチング回路部は、図１０（ａ）に現れていないが、１つの画素電極２４３ａに１
つずつ対応して配置されて、このスイッチング回路部が対応している画素電極２４３ａと
走査線及び信号線２４５とを電気的に接続している。個々のスイッチング回路部は、対応
する走査線から信号の供給を受けて、信号線２４５と画素電極２４３ａとの導通を制御す
る。各スイッチング回路部は、例えば１個のアクティブ素子を用いて構成することができ
る。前記のアクティブ素子としては、例えば薄膜トランジスタ等の３端子型素子やＭＩＭ
（Ｍｅｔａｌ　Ｉｎｓｕｌａｔｏｒ　Ｍｅｔａｌ）ダイオード等の２端子型素子が用いら
れる。
【０１２２】
　平坦化膜２４９は、保護膜２４７及び透明電極パターン２４３を覆うようにして形成さ
れて、配向膜２５１を形成するための平坦面を提供している。この平坦化膜２４９は、例
えば第１形態の液晶配向用基板２１０における保護層１００と同様にして形成することが
できる。
【０１２３】
　配向膜２５１は、液晶配向用基板２６０を用いて表示用液晶パネルを作製したときに、
液晶セル中の液晶分子を水平配向させるための水平配向膜、又は、前記の液晶分子を垂直



(20) JP 4455051 B2 2010.4.21

10

20

30

40

50

配向させるための垂直配向膜である。配向膜２５１として水平配向膜及び垂直配向膜のど
ちらを用いるかは、液晶配向用基板２６０を用いて作製しようとする表示用液晶パネルの
動作モード等に応じて適宜選択可能である。
【０１２４】
　このような構造を有する液晶配向用基板２６０は、例えばアクティブマトリクス駆動方
式の透過型液晶表示装置における表示用液晶パネルの背面側の基板として用いることがで
きる。液晶配向用基板２６０に第１複屈折率層１２５及び第２複屈折率層１２８が形成さ
れているので、この液晶配向用基板２６０を用いれば光利用効率の高い透過型液晶表示装
置を得ることができる。また、液晶配向用基板２６０が第１複屈折率層１２５を有してい
るので、この液晶配向用基板２６０を用いれば比較的高い耐熱性を有する透過型液晶表示
装置を低コストの下に得ることが可能になると共に、表示特性が高く、かつ、種々の用途
に用いることが可能な透過型液晶表示装置を安価に提供することが容易になる。なお、平
坦化膜２４９は省略することも可能である。
【０１２５】
　＜液晶配向用基板（第４形態）＞
　図１０（ｂ）は、本発明の液晶配向用基板の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略
図である。同図に示す液晶配向用基板２８０は、図７に示した第１０形態の光学素子１３
０における基材１２１上に、カラーフィルタ２７２及び遮光層（ブラックマトリクス）２
７３を設け、これらのカラーフィルタ２７２及び遮光層２７３を覆うようにして平坦化膜
２７５を形成し、この平坦化膜２７５上に透明電極パターン２７７及び配向膜２７９をこ
の順番で積層した構造を有するものである。これらのカラーフィルタ２７２、遮光層２７
３、平坦化膜２７５、透明電極パターン２７７、及び配向膜２７９は、いずれも、基材１
２１において直線偏光素子１２２が設けられている面とは反対の側の面に設けられている
。
【０１２６】
　液晶配向用基板２８０の構成部材のうちで図７に既に示した構成部材については、図７
で用いた参照符号と同じ参照符号を付してその説明を省略する。また、カラーフィルタ及
び遮光層は、それぞれ、図３（ａ）に示した第３形態の光学素子３０におけるカラーフィ
ルタ２２又は遮光層２３と同様にして構成することができるので、これらのカラーフィル
タ及び遮光層については、図３（ａ）で用いた参照符号の数値部分に「２５０」を加えた
参照符号を付してその説明を省略する。
【０１２７】
　平坦化膜２７５は、カラーフィルタ２７２及び遮光層２７３を覆うようにして形成され
て、透明電極パターン２７７を形成するための平坦面を提供している。この平坦化膜２７
５は、例えば第１形態の液晶配向用基板２１０における保護層１００と同様にして形成す
ることができる。
【０１２８】
　透明電極パターン２７７は、液晶配向用基板２８０を用いた表示用液晶パネルにおいて
液晶分子の配向を制御するための電圧が印加されるものであり、例えばＩＴＯ等の透明電
極材料により形成されて、表示用液晶パネルにおける全ての画素に共通の電極（コモン電
極）として用いられる。
【０１２９】
　配向膜２７９は、液晶配向用基板２８０を用いて表示用液晶パネルを作製したときに、
液晶セル中の液晶分子を水平配向させるための水平配向膜、又は、前記の液晶分子を垂直
配向させるための垂直配向膜である。配向膜２７９として水平配向膜及び垂直配向膜のど
ちらを用いるかは、液晶配向用基板２８０を用いて作製しようとする表示用液晶パネルの
動作モード等に応じて適宜選択可能である。
【０１３０】
　このような構造を有する液晶配向用基板２８０は、例えば反射型液晶表示装置における
表示用液晶パネルの表示面側の基板として用いることができる。液晶配向用基板２８０に
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第１複屈折率層１２５及び第２複屈折率層１２８が形成されているので、この液晶配向用
基板２８０を用いれば光利用効率の高い反射型液晶表示装置を得ることができる。また、
液晶配向用基板２８０が第１複屈折率層１２５を有しているので、この液晶配向用基板２
８０を用いれば比較的高い耐熱性を有する反射型液晶表示装置を低コストの下に得ること
が可能になると共に、表示特性が高く、かつ、種々の用途に用いることが可能な反射型液
晶表示装置を安価に提供することが容易になる。なお、平坦化膜２４９は省略することも
可能である。
【０１３１】
　＜液晶表示装置（第１形態）＞
　図１１は、本発明の液晶表示装置の一例を概略的に示す部分断面図である。図示の液晶
表示装置４００は、表示用液晶パネル３００と、この表示用液晶パネル３００の背後に設
置されたバックライト部３８０と、図示を省略した外部回路とを備えたＩＰＳ方式の透過
型液晶表示装置である。
【０１３２】
　表示用液晶パネル３００は、前述した第１形態の液晶配向用基板２１０を表示面側の基
板（第１の液晶配向用基板）として備え、背面側の基板（第２の液晶配向用基板）として
液晶配向用基板３５０を備えたものである。
【０１３３】
　上記の液晶配向基板３５０は、光透過性基板３０５、光透過性基板３０５の片面に所定
のパターンで配置された多数の対向電極３１０、これらの対向電極３１０を覆う層間絶縁
膜３１５、表示用液晶パネル３００における１つの画素に１つずつ対応するようにして層
間絶縁膜３１５上に形成された画素電極３２０、層間絶縁膜３１５及び各画素電極３２０
を覆う保護層３２５、及び保護層３２５上に形成された水平配向膜３３０を有している。
【０１３４】
　対向電極３１０は、表示用液晶パネル３００における１つの画素列に２つずつ対応する
ようにして、対応する画素列の両側に分かれて配置されている。これらの対向電極３１０
は、例えばタンタル（Ｔａ）、チタン（Ｔｉ）等の金属により形成することができる。各
画素電極３２０は、例えばＩＴＯ等の透明電極材料により形成されて、平面視上、対応す
る画素のほぼ中央部を縦断する。保護層３２５は、例えば図９（ａ）に示した第１形態の
液晶配向用基板２１０における保護層１００と同様にして形成することができる。水平配
向膜３３０は、例えば、第１形態の液晶配向用基板２１０における水平配向膜２０５と同
様にして形成することができる。
【０１３５】
　なお、図１１には現れていないが、液晶配向用基板３５０には、表示用液晶パネル３０
０における１つの画素行に１つずつ対応するようにして配置されたゲート配線（走査線）
、ドレイン配線、及び保持容量配線、並びに、１つの画素に１つずつ対応するようにして
配置されたスイッチング回路部等も形成されている。個々のスイッチング回路部は、複数
のスイッチング素子（例えば薄膜トランジスタ、ＭＩＭダイオード等）により構成される
。
【０１３６】
　上述の構造を有する液晶配向基板３５０と前述した液晶配向用基板２１０とは、液晶配
向用基板２１０における水平配向膜２０５と液晶配向用基板３５０における水平配向膜３
３０とが互いに対向するようにして、間隔をあけた状態でシール材（熱硬化性樹脂）３６
０により貼り合わされている。これらの液晶配向用基板２１０、３５０同士の間隔（セル
ギャップ）は、図示を省略したスペーサ（例えば球状スペーサ又は柱状スペーサ）により
一定に保たれており、両者の間の空隙には液晶材料が充填されて液晶層３７０を形成して
いる。
【０１３７】
　また、液晶配向用基板２１０の外表面には、光学的に１軸性で光軸が面内にある位相差
フィルム（いわゆる「＋Ａプレート」）３７２が貼付されており、その上には検光子３７
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４が貼付されている。一方、液晶配向用基板３５０の外表面には、偏光子３７６が貼付さ
れている。検光子３７４と偏光子３７６とは、互いに直交ニコルの関係となるように配置
することもできる、互いに平行ニコルの関係となるように配置することもできる。バック
ライト部３８０は、偏光子３７６の背後に配置されている。
【０１３８】
　このような構成を有する液晶表示装置４００では、液晶配向用基板２１０に第１複屈折
率層２５が形成され、かつ、液晶配向用基板２１０の外表面に位相差フィルム３７２が貼
付されているので、視角特性を容易に向上させることができる。また、第１複屈折率層２
５の耐熱性が比較的高いことから、液晶表示装置４００は、室内用の液晶表示装置として
用いることができることは勿論、比較的高温環境に曝される車載用の液晶表示装置として
も用いることができる。また、第１複屈折率層２５の生産コストを抑え易いことから、液
晶表示装置４００を安価に提供することも可能である。なお、液晶配向用基板２１０に代
えて、図９（ｂ）に示した第２形態の液晶配向用基板２３０を用いることも可能である。
【０１３９】
　＜液晶表示装置（第２形態）＞
　図１２は、本発明の液晶表示装置の他の例を概略的に示す部分断面図である。図示の液
晶表示装置６００は、表示用液晶パネル５００と、この表示用液晶パネル５００の背後に
設置されたバックライト部５８０と、図示を省略した外部回路とを備えたアクティブマト
リクス駆動方式の透過型液晶表示装置である。
【０１４０】
　表示用液晶パネル５００は、背面側の基板（第２の液晶配向用基板）として図１０（ａ
）に示した第３形態の液晶配向用基板２６０を備え、表示面側の基板（第１の液晶配向用
基板）として液晶配向用基板５５０を備えたものである。液晶配向基板５５０は、図１０
（ｂ）に示した第４形態の液晶配向用基板２８０から直線偏光素子１２２、１／４波長板
１２３、第１複屈折率層１２５、及び第２複屈折率層１２８をそれぞれ除いた構成を有し
ている。
【０１４１】
　液晶配向用基板５５０と液晶配向基板２６０とは、液晶配向用基板５５０における配向
膜２７９と液晶配向用基板２６０における配向膜２５１とが互いに対向するようにして、
間隔をあけた状態でシール材（熱硬化性樹脂）５６０により貼り合わされている。配向膜
２７９としては、水平配向膜及び垂直配向膜のいずれも用いることができるが、配向膜２
７９として水平配向膜を設けた場合には配向膜２５１としても水平配向膜が用いられ、配
向膜２７９として垂直配向膜を設けた場合には配向膜２５１としても垂直配向膜が用いら
れる。
【０１４２】
　液晶配向用基板５５０、２６０同士の間隔（セルギャップ）は、図示を省略したスペー
サ（例えば球状スペーサ又は柱状スペーサ）により一定に保たれており、両者の間の空隙
には液晶材料が充填されて液晶層５７０を形成している。また、液晶配向用基板５５０の
外表面には検光子５７５が貼付されている。この検光子５７５と、液晶配向用基板２６０
における直線偏光素子１２２とは、互いに直交ニコルの関係となるように配置することも
できるし、互いに平行ニコルの関係となるように配置することもできる。バックライト部
５８０は、液晶配向用基板２６０の背後に配置されている。
【０１４３】
　このような構成を有する液晶表示装置６００では、液晶配向用基板２６０に第１複屈折
率層１２５と第２複屈折率層１２８とが形成されているので、バックライト部５８０から
の放射光の利用効率を容易に高めることができる。また、第１複屈折率層１２５の耐熱性
が比較的高いことから、液晶表示装置６００は、室内用の液晶表示装置として用いること
ができることは勿論、比較的高温環境に曝される車載用の液晶表示装置としても用いるこ
とができる。更に、第１複屈折率層１２５の生産コストを抑え易いことから、液晶表示装
置６００を安価に提供することも可能である。
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【実施例】
【０１４４】
　＜実施例１；光学素子の製造＞
　（準備工程及び配向工程）
　まず、光透過性を有する基板として、厚さ０．７ｍｍの無アルカリガラス基板（ＮＨテ
クノグラス社製のＮＡ３５）を用意した。また、東芝シリコーン社製のシリコーンである
ＴＳＬ８２３３とＴＳＬ８１１４（いずれも商品名）とを１０：３（質量比）の割合で混
合し、この混合物を加水分解処理して、シランカップリング剤とした。
【０１４５】
　図２（ｄ）に示した式（ＩＶ）で表される多官能重合性液晶２５重量部と光重合開始剤
１重量部とを酢酸３－メトキシブチル７４重量部に溶解させて重合性液晶溶液を得、この
重合性液晶溶液と、上記のシランカップリング剤をイソプロピルアルコールで１０ｗｔ％
に希釈した溶液とを９９．２５：０．７５（質量比）の割合で混合して、第１複屈折率層
形成用のコーティング組成物を調製した。このとき、光重合開始剤としてはチバスペシャ
リティケミカルズ社製のＩｒｇ９０７（商品名）を用いた。
【０１４６】
　次に、上記のガラス基板上に第１複屈折率層形成用のコーティング組成物をスピンコー
トして塗膜を形成し、この塗膜を８０℃に加熱した。塗膜は、加熱されるにつれて白濁状
態から透明状態へと変化した。このことから、塗膜中の重合性液晶が加熱により結晶相か
ら液晶相に相転移したことが確認された。
【０１４７】
　（架橋工程）
　重合性液晶が相転移した塗膜を８０℃に加熱したまま、この塗膜に窒素ガス雰囲気中で
紫外線を照射して、塗膜中の重合性液晶を三次元架橋させた。このとき、紫外線の照射は
、超高圧水銀灯を光源として備えた紫外線照射装置を用いて、照射強度３０ｍＷ／ｃｍ２

、照射時間１分の条件の下に行った。
【０１４８】
　上記の架橋工程まで行うことにより、前記の式（ＩＶ）で表される重合性液晶が三次元
架橋した構造を有し、かつ、カップリング剤として上述のシランカップリング剤を含有す
る第１複屈折率層が形成され、目的とする光学素子が得られた。この光学素子における第
１複屈折率層の膜厚を触針式段差計により測定したところ、約１．８μｍであった。
【０１４９】
　（評価）
　得られた光学素子の厚さ方向のリタデーションをＲＥＴＳ（大塚電子社製）を用いて測
定したところ、ほぼ０ｎｍであった。光学素子を水平に配置したときの厚さ方向を基準と
し、この方向から任意の方向に光学素子をあおると、リタデーションが現れた。このとき
のリタデーションの測定結果を図１３に示す。同図に示すように、光学素子をあおったと
きのリタデーションは、光学素子を水平に配置したときの傾斜角（あおり角）を０°とし
てある方向にあおったときと、前記「ある方向」とは逆方向にあおったときとで、ほぼ同
じ値となった。
【０１５０】
　これらのことから、第１複屈折率層においては、重合性液晶がホメオトロピック配向し
ていることが確認された。
【０１５１】
　また、光学素子を２００℃に加熱しても、第１複屈折率層の複屈折特性は殆ど変化しな
かった。このことから、第１複屈折率層は、構造単位としての重合性液晶が三次元架橋し
た構造を有しているものと判断される。
【０１５２】
　＜実施例２；光学素子の製造＞
　シランカップリング剤を作製するにあたり、信越化学社製のシリコーンであるＬＳ５２
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５８（商品名）と東芝シリコーン社製のシリコーンであるＴＳＬ８１１４（商品名）とを
１０：３（質量比）の割合で混合した。また、第１複屈折率層形成用のコーティング組成
物をガラス基板上にスピンコートして塗膜を形成した後、０．４Ｔｏｒｒ（約０．５３３
×１０２Ｐａ）の雰囲気圧の下に減圧乾燥して、塗膜中の重合性液晶をホメオトロピック
配向させた。他は実施例１と同じ条件の下に準備工程、配向工程、及び架橋工程を順次行
って、第１複屈折率層を有する光学素子を得た。
【０１５３】
　得られた光学素子の厚さ方向のリタデーションを実施例１と同じ条件の下に測定したと
ころ、ほぼ０ｎｍであった。光学素子を水平に配置したときの厚さ方向を基準とし、この
方向から任意の方向に光学素子をあおると、リタデーションが現れた。このときのリタデ
ーションの測定結果を図１４に示す。同図に示すように、光学素子をあおったときのリタ
デーションは、光学素子を水平に配置したときの傾斜角（あおり角）を０°としてある方
向にあおったときと、前記「ある方向」とは逆方向にあおったときとで、ほぼ同じ値とな
った。
【０１５４】
　これらのことから、第１複屈折率層においては、重合性液晶がホメオトロピック配向し
ていることが確認された。したがって、上記の減圧乾燥によりホメオトロピック配向した
重合性液晶は、その後に室温にまで塗膜を冷却してもホメオトロピック配向の状態を保持
していたと判断される。上記の塗膜を減圧乾燥することにより、重合性液晶の配向状態を
過冷却状態で保持させることが可能である。
【０１５５】
　また、光学素子を２００℃に加熱しても、第１複屈折率層の複屈折特性は殆ど変化しな
かった。このことから、第１複屈折率層は、構造単位としての重合性液晶が三次元架橋し
た構造を有しているものと判断される。
【０１５６】
　＜実施例３；光学素子の製造＞
　光透過性を有する基材として、トリアセチルセルロース製フィルムの片面に膜厚４０ｎ
ｍのケイ素酸化物膜が成膜されたものを用いた以外は実施例２と同じ条件の下に準備工程
、配向工程、及び架橋工程を順次行って、第１複屈折率層を有する光学素子を得た。この
光学素子にいては、ケイ素酸化物膜上に第１複屈折率層が形成されている。
【０１５７】
　得られた光学素子の厚さ方向のリタデーションを実施例１と同じ条件の下に測定したと
ころ、ほぼ０ｎｍであった。光学素子を水平に配置したときの厚さ方向を基準とし、この
方向から任意の方向に光学素子をあおると、リタデーションが現れた。これらのことから
、第１複屈折率層においては、重合性液晶がホメオトロピック配向していることが確認さ
れた。
【０１５８】
　また、光学素子を１００℃に加熱しても、第１複屈折率層の複屈折特性は殆ど変化しな
かった。このことから、第１複屈折率層は、構造単位としての重合性液晶が三次元架橋し
た構造を有しているものと判断される。
【図面の簡単な説明】
【０１５９】
【図１】図１（ａ）は、本発明の光学素子の基本的な断面構造の一例を示す概略図であり
、図１（ｂ）は、図１（ａ）に示した第１複屈折率層の構造を模式的に示す断面図である
。
【図２】図２（ａ）～図２（ｆ）は、それぞれ、官能基を２つ以上有する棒状の分子から
なる重合性液晶を表す式であり、図２（ｇ）～図２（ｊ）は、それぞれ、官能基を１つの
み有する棒状の分子からなる重合性液晶を表す式である。
【図３】本発明の光学素子の基本的な断面構造の他の例を示す概略図である。
【図４】図４（ａ）～図４（ｃ）は、それぞれ、本発明の光学素子の基本的な断面構造の
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【図５】図５（ａ）～図５（ｃ）は、それぞれ、本発明の光学素子の基本的な断面構造の
更に他の例を示す概略図である。
【図６】本発明の光学素子の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略図である。
【図７】本発明の光学素子の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略図である。
【図８】本発明の光学素子の基本的な断面構造の更に他の例を示す概略図である。
【図９】図９（ａ）は、本発明の液晶配向用基板の基本的な断面構造の一例を示す概略図
であり、図９（ｂ）は、本発明の液晶配向用基板の基本的な断面構造の他の例を示す概略
図である。
【図１０】図１０（ａ）～図１０（ｂ）は、それぞれ、本発明の液晶配向用基板の基本的
な断面構造の更に他の例を示す概略図である。
【図１１】本発明の液晶表示装置の一例を概略的に示す部分断面図である。
【図１２】本発明の液晶表示装置の他の例を概略的に示す部分断面図である
【図１３】実施例１で製造した光学素子のリタデーションについての測定結果を示すグラ
フである。
【図１４】実施例２で製造した光学素子のリタデーションについての測定結果を示すグラ
フである。
【符号の説明】
【０１６０】
１、２１、６１、１２１、１４１　光透過性を有する基材
１ｂ、８１ｂ　ケイ素酸化物膜
５、２５、４５Ｒ、４５Ｇ、４５Ｂ、６５、６５Ａ　第１複屈折率層
６　構造単位としての重合性液晶分子
１０、１５、３０、３５、５０、７０、７５、９０　光学素子
２２、６２、１４２　光吸収型カラーフィルタ
８５Ｒ、８５Ｇ、８５Ｂ、１２５、１４５　第１複屈折率層
１１０、１３０、１５０　光学素子
１２８、１４８　第２複屈折率層
２０５、２２５、２５１、２７９　配向膜
２１０、２３０、２６０、２８０　液晶配向用基板
２１０、５５０　第１の液晶配向用基板
２６０、３５０　第２の液晶配向用基板
４００、６００　液晶表示装置
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种光学元件，其生产成本可以容易地被抑制，并且双折射特性几乎不受热的影响。解决方案：当制造具有透
光性的基板和形成在基板上的第一双折射率层的光学元件时，通过使用含有能够垂直取向可聚合液晶的偶联剂的交联聚合物形成第
一双折射率层。具有条形分子形状并具有这样的结构，其中具有条形分子形状的可聚合液晶被三维交联，同时保持垂直取向状态。 
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